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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 8,769 △4.2 △282 ― △355 ― △373 ―
21年3月期第1四半期 9,156 ― △1,180 ― △1,259 ― △1,299 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △2.58 ―
21年3月期第1四半期 △9.30 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 43,896 4,703 10.7 △32.59
21年3月期 48,069 5,065 10.5 △32.07

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  4,703百万円 21年3月期  5,065百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ―
22年3月期 

（予想）
0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

23,170 9.9 △240 ― △400 ― △500 ― △3.41

通期 70,490 12.6 1,080 30.9 720 47.2 530 62.6 3.62
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 「４．その他」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、様々な不確定要素が内在しているため、実際の業績等は予想数値と
異なる可能性があります。なお、連結業績予想に関する事項につきましては、平成21年５月13日に発表いたしました第２四半期連結累計期間の予想数値
を修正しております。業績予想に関する事項は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 147,072,037株 21年3月期  142,553,965株
② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  489,661株 21年3月期  186,682株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 144,590,217株 21年3月期第1四半期 139,824,839株
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や生産を中心に緩やかな持ち直しの動きが見ら
れたものの、企業収益の大幅な落ち込みに加え、設備投資の減少や雇用情勢の悪化が一段と深刻さを増す
など、依然として厳しい状況のまま推移いたしました。 
道路建設業界におきましても、景気の動向を受け建設需要が低水準にとどまるなか、工事受注、製品販

売を巡る企業間競争は熾烈を極め、経営環境は引き続き厳しい状況となりました。 
このような情勢のもと、当社グループでは、収益の源泉となる工事受注の確保や舗装用資材の販売促進

等に全力を挙げて取り組むとともに、効率性の向上やコストコントロールの徹底に注力し、収益の改善を
図ってまいりました。 
その結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は87億69百万円（前年同期比

4.2％減）にとどまりましたものの、経常損失は３億55百万円（前年同期は12億59百万円の経常損失）、
四半期純損失は３億73百万円（前年同期は12億99百万円の四半期純損失）となり、損益は前年同期と比較
し改善いたしました。なお、受注高（製品売上高および不動産事業等売上高を含む）につきましては、前
年は第１四半期において大型工事の受注があったことから、前年同四半期との比較では12億58百万円減少
の124億64百万円（前年同期比9.2％減）となりました。 
  
当社グループにおける建設事業および舗装資材製造販売事業におきましては、第１四半期から第３四半

期に比べ、第４四半期の売上が占める割合が相対的に高く、一方、事業運営にかかる費用については年間
を通じて恒常的に発生することから、当社グループの売上および損益の状況は季節的に大きく変動いたし
ます。 

  

  

資産の状況につきましては、固定資産は前連結会計年度末と比較し１億13百万円の増加となりました
が、売上債権の減少などにより流動資産は42億86百万円の減少となり、当第１四半期連結会計期間末の資
産合計は、前連結会計年度末と比較して41億73百万円減少し、438億96百万円となりました。 
一方、負債の状況につきましては、流動負債は仕入債務の減少などにより33億59百万円の減少となり、

また長期借入金の一部返済などにより固定負債が４億52百万円減少した結果、当第１四半期連結会計期間
末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して38億11百万円減少し、391億92百万円となりました。 
また、純資産合計は、四半期純損失３億73百万円を計上したことにより、前連結会計年度末と比べて３

億61百万円減少の47億３百万円となり、この結果、当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は
10.7％となりました。 

  
  

平成22年３月期の連結業績予想につきましては、当第１四半期における収益の状況を踏まえ、平成21年
５月13日に公表した第２四半期連結累計期間の予想数値を修正いたしました。 
詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 なお、通期の連結業績予想につきましては、変更はありません。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  
  

該当事項はありません。   

  
  

      （完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

  請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工
事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会
計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計
期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第１四半期連結会計期間
末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗度
の見積りは、施工面積等に基づく予算原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適
用しております。 
  なお、当第１四半期連結会計期間においては工事進行基準の適用要件を満たす工事契約が存在し
ないため、損益に与える影響はありません。 
  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 2,341 880

受取手形・完成工事未収入金等 10,290 21,518

未成工事支出金 8,796 5,079

材料貯蔵品 384 315

その他 4,566 2,875

貸倒引当金 △120 △125

流動資産合計 26,257 30,544

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 6,914 6,694

機械、運搬具及び工具器具備品 15,755 15,642

土地 12,295 12,296

建設仮勘定 45 163

減価償却累計額 △18,287 △18,208

有形固定資産合計 16,723 16,588

無形固定資産 143 148

投資その他の資産   

その他 1,559 1,562

貸倒引当金 △788 △774

投資その他の資産合計 771 787

固定資産合計 17,638 17,524

資産合計 43,896 48,069
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 16,804 22,361

短期借入金 1,000 1,579

未払法人税等 31 102

未成工事受入金 6,384 3,843

完成工事補償引当金 126 144

工事損失引当金 69 40

賞与引当金 138 272

その他 1,167 737

流動負債合計 25,722 29,081

固定負債   

長期借入金 10,165 10,665

退職給付引当金 3,275 3,229

その他 29 28

固定負債合計 13,470 13,922

負債合計 39,192 43,004

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000 2,000

資本剰余金 1,550 1,550

利益剰余金 1,149 1,523

自己株式 △19 △18

株主資本合計 4,680 5,054

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 22 10

評価・換算差額等合計 22 10

純資産合計 4,703 5,065

負債純資産合計 43,896 48,069
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(2)四半期連結損益計算書 
 (第１四半期連結累計期間) 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 9,156 8,769

売上原価 9,146 7,925

売上総利益 9 844

販売費及び一般管理費 1,190 1,126

営業損失（△） △1,180 △282

営業外収益   

土地賃貸料 4 4

受取遅延利息 6 6

雑収入 7 4

営業外収益合計 17 15

営業外費用   

支払利息 83 75

雑支出 12 12

営業外費用合計 96 88

経常損失（△） △1,259 △355

特別利益   

固定資産売却益 － 6

貸倒引当金戻入額 4 4

ゴルフ会員権償還益 1 1

特別利益合計 6 12

特別損失   

固定資産売却損 6 0

固定資産除却損 － 3

投資有価証券評価損 － 1

事業所整理損 12 －

工事違約金 7 －

その他 1 0

特別損失合計 27 5

税金等調整前四半期純損失（△） △1,279 △348

法人税、住民税及び事業税 19 25

四半期純損失（△） △1,299 △373
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  該当事項はありません。 
  

  該当事項はありません。 

  

  

  

  (1) 四半期個別受注の概況 

 

(％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率) 

 
(注) 平成21年５月13日に公表した第２四半期累計期間の予想数値のみ修正いたしております。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

6．その他の情報

個別受注の実績

受 注 高

22年3月期第１四半期 12,357百万円   △8.3%

21年3月期第１四半期 13,476百万円   △2.0%

（注）①受注高は、当該四半期までの累計額

   ②パーセント表示は、対前年同四半期比較増減率

  受注実績の内訳 （単位：百万円）

前年第１四半期 当第１四半期

（平成21年3月期 （平成22年3月期 増 減 前 期

区   分  第１四半期） 第１四半期） （平成21年3月期）

金額
構成

金額
構成

金額
増減率

金額
構成

比率％ 比率％ ％ 比率％

建
設
部
門

国内官公庁 3,213 23.8 3,013 24.4 △199 △6.2 19,534 28.8

受 
注 
高

国内民間 6,957 51.6 5,475 44.3 △1,482 △21.3 27,999 41.4

  計 10,171 75.5 8,488 68.7 △1,682 △16.5 47,534 70.2

 製 品 部 門 等 3,305 24.5 3,869 31.3 563 17.0 20,155 29.8

合   計 13,476 100.0 12,357 100.0 △1,118 △8.3 67,689 100.0

  (2) 平成22年３月期の個別業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計期間 23,000 10.5 △290 ― △450 ― △530 ― △3.62

通期 70,130 13.8 1,020 45.5 660 75.5 500 105.8 3.41
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